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福井市郊外にある一乗谷は朝倉一族が五代100年にわたって作った幻の都市、とでもいえようか。歴代の城主は京都から

文化人を招き、さながらお伽の国のように栄えた。しかし 1573 年に織田信長に滅ぼされると、山岳都市は灰燼に帰し、全く人

の目に触れることなしに眠り続けた。最近の発掘で庭園や武家屋敷などが復元され、当時の面影が想像できる。奇跡的にこ

の時代の庭が化石状態で残ったのはここが山城のため、朝倉氏滅亡後はほとんど無人になったために、誰の目に触れるこ

ともなく残った。京都などでは一族の勢力が弱まると、そこの庭石は次の権力者に持ち出されてしまい、元の形のまま残るこ

とが出来ない。このように、昔のままの姿で残った例は平泉にある毛越寺で、平安時代の庭がそのまま残った。 

  さて庭園であるが、いずれも「これぞ戦国武将の庭」と言え、このようなすばらしい庭が4箇所もある。戦国武将が質実剛健

の言葉の意味が分かるような気がする。 

 

湯殿跡庭園  滝、鶴島・亀島・三尊・蓬莱山石組みなどフルセットで、山畔には背後の山から水を引き、滝を落とし、更に

型にはまらない変形の三尊石組が 2 組ある 

 

朝倉館跡 滝と鶴島的な巨石(滝の右側) 南陽寺跡  滝添え石は半球状の形で須弥山を象徴していると

思われる。 

1568年3月の桜の季節には、この庭園で朝倉義景が足利義

秋（のちの15代将軍義昭）を招いて宴、歌会を催した。現

在、その時に二人が詠んだ歌の碑が建てられている。  

「もろともに月も忘るな糸桜 年の緒長き契と思はゞ」義秋  

「君が代の時にあひあふ糸桜 いともかしこきけふのことの葉」義景    
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諏訪館跡 半円形の山裾に雛壇状に石が組まれ、戦国時代を代表する質実剛健な庭だ。石橋はこの時代の特徴である

分厚い石を用いている 

 

諏訪館跡 護岸石組みは、さして大きくない石を使っているため出入りが多くカーブが鋭く動きがある造形だ 
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諏訪館跡 


